
20142014 7
100100

広
報
広
報

第100回
献上枇杷選果式

（関連記事19ページ）
　

国民健康保険に加入されている 
　皆さんへ
職員募集（南房総市・安房消防）

熱中症～思い当たることはありませんか？～
2014　南房総市魅力いっぱいの夏
インターネット接続サービス「フレッツ光」を
　新規で始められるお客様へ　

おかげさまで100号
これからも役立つ広報紙を目指します
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や

け
が
を
し
た
時
に
、
医
療
費
を
負
担
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
、
世
帯

主
に
保
険
税
を
納
め
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補

助
金
と
合
わ
せ
て
、
医
療
費
、
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費
用
お
よ

び
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
と

な
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
で
世
帯
内
の
異
動
や
、
所

得
の
変
動
な
ど
が
あ
り
、
税
額
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
変
更
納
税
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

　

保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
世
帯
主
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

で
も
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま

す
。

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

次
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
主
は
、
特
別

徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
納
税
通
知
書
は
、
８
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
さ
れ
る
条
件

　

① 

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

　

② 

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全

員
が
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

こ
と

　

③ 
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
が
、

年
額
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ

た
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
こ
と

※ 

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　

前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

場
合
、
保
険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
の
対
象
は
、
申
告
さ
れ
た
所
得
額

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
所
得
状
況
が
不

明
だ
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
が

無
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

保
険
年
金
課　

☎
33
丨
１
０
６
０

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

※住民税の課税対象所得とは内容が違います（基礎控除以外の扶養控除、社会保険料控除などが控除
　されません）。
※所得割額の対象となる所得は、前年中（平成 25 年 1月から 12 月）の所得です。

■ 国民健康保険税の計算方法

・市全体で１年間に必        
　要とされる医療費
・後期高齢者支援金
・介護納付金

平成26年度の税率（世帯あたり）
均等割　25,200 円×加入人数
平等割　一世帯あたり 20,600 円
所得割　（加入各人の前年所得－基礎控除 330,000 円）×6.68％

均等割　15,200 円×加入人数
所得割　（加入各人の前年所得－基礎控除 330,000 円）×2.79％

均等割　17,000 円×加入人数
所得割　（加入各人の前年所得－基礎控除 330,000 円）×2.55％

国
民
健
康
保
険
税

医 療 分

介 護 分

後期高齢者
支援金分

最高限度額
51万円

最高限度額
16万円

最高限度額
14万円

○病院の窓口に支払う一部負担金
○国・県・市などからの補助金など － ＝ 市全体の１年間の

国民健康保険税

　国民健康保険税は、医療分（医療給付費分）・後期高齢者支援金分・介護分の合計です。
　後期高齢者支援金分は、後期高齢者医療制度を支援します。介護分は、40 歳以上 65 歳未満の人
の介護保険料です。
　市全体で 1年間に必要とされる医療費などが毎年変わるため、税率も毎年増減します。
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ら
離
職
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

の
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

と
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

離
職
し
た
人
以
外
の
被
保
険
者
の
所
得

は
、
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
証（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
事
前
に
受
給
資
格
者
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

離
職
し
た
人
の
軽
減
制
度

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
平
成
21

年
３
月
31
日
以
降
に
倒
産
、
解
雇
な
ど
で
離

職
し
た
65
歳
未
満
の
人
が
、
雇
用
保
険
の
手

続
き
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
の
概
要

　

平
成
22
年
度
以
降
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
人

負
担
割
合

　

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
、
２
割
負
担（
但

し
、
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
１
割
負
担
）ま
た
は
３
割
負
担（
現
役
並

み
所
得
者
）

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き

に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で

で
す
。
引
き
続
き
認
定
を
受
け
た
い
人
や
、

新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
い
人
は
、

保
険
年
金
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
印
鑑
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
で
過
去
１
年
間
の
入
院
が
90
日
を
超
え
て

い
る
場
合
は
、
入
院
日
数
を
証
明
す
る
も
の

（
領
収
書
な
ど
）。

※ 

保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国民健康保険税の納め方
　国民健康保険税の納付方法は、４月から原則口座振替と
なりましたが、口座振替が困難な場合は、必ず納期限内に
次の納付場所で納めてください。
納付場所
　市役所（朝夷行政センター・各地域センター）、金融機関、
ゆうちょ銀行（郵便局）、コンビニエンスストア
平成26年度の納期限
　１年間の国民健康保険税を８回に分けて納めていただき
ます。１回に納付する額は、１か月分ではありません。

※ 納期限までに納付されないと、延滞金を納めていただく場
合があります。

種　　類 離職理由 雇用保険の受給資格者証の
該当する理由コード

雇用保険の特
定受給資格者

倒産、解雇などの事業
主都合によるもの

  １１・１２・２１・
  ２２・３１・３２

雇用保険の特
定理由離職者

雇用期間満了などに
よるもの ２３・３３・３４

期　別 納 期 限 期　別 納 期 限

１　期 　７月３１日（木） ５　期 １２月　１日（月）

２　期 　９月　１日（月） ６　期 １２月２５日（木）

３　期 　９月３０日（火） ７　期 　２月　２日（月）

４　期 １０月３１日（金） ８　期 　３月　２日（月）

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送

し
ま
す

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す

軽減対象者
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住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
新
た
に
認

定
証
の
交
付
を
受
け
た
い
人
は
、
保
険
年

金
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証

は
申
請
日
の
月
の
初
日
か
ら
有
効
で
す
。

　

同
封
の
納
付
書
か
、
口
座
振
替
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

※ 

今
ま
で
窓
口
払
い
や
口
座
振
替
で
、
平

成
26
年
４
月
１
日
時
点
で
老
齢
年
金
な

ど
が
年
額
18
万
円
以
上
あ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
合

わ
せ
た
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
人
は
、
10
月
以
降
年
金
天

引
き
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
以
降
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る

保
険
料
の
お
知
ら
せ
で
す
。
窓
口
で
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
年
金
課　

☎
33
―
１
０
６
０

　

現
在
の
保
険
証（
ピ
ン
ク
色
）の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
、
緑
色
の
保
険
証

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
負
担
す
る
一

部
負
担
金
の
割
合
は
、
８
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
判
定

さ
れ
ま
す
。
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
ピ
ン
ク
色
の
保
険

証
は
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と

き
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

し
た
と
き
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交

付
さ
れ
、
入
院
し
た
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

年
齢
に
よ
る
所
得
区
分
ご
と
に

交
付
さ
れ
る
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
今
年

度
も
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
保

険
証
に
同
封
し
て
新
し
い
認
定
証
を
郵
送

し
ま
す
。

８月１日から緑色の保険証を使ってください

見  本

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
は
、
緑
色
で
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付

し
ま
す

保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

窓
口
払
い
、
口
座
振
替
の
人
は
７
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す

年
金
天
引
き
の
人
は
８
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す

所　得　区　分 交付される認定証

70
歳
未
満
の
人

上位所得者
（基礎控除後の総所得600万円以上の世帯） 限度額適用認定証

一般
（上位所得者以外の住民税課税世帯） 限度額適用認定証

住民税非課税世帯　※ 限度額適用・標準負担額減額認定証

70
歳
以
上
の
人

一定以上所得者
（高齢受給者証「３割」負担の人） 交付される認定証はありません

（交付済の高齢受給者証で適用されます）一般
（一定以上所得者以外の住民税課税世帯）

住民税非課税世帯　※ 限度額適用・標準負担額減額認定証
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平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
普
通
徴
収
の
人
は
７
月
中
旬
、
特

別
徴
収
の
人
は
８
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
の
人
）

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
受
給
さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら
、

支
払
い
の
際
に
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ

め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

普
通
徴
収（
窓
口
払
い
の
人
）

　

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人
や
、

ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
、
年

金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人
は
、
市
が

郵
送
し
た
納
付
書
か
、
口
座
振
替
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
納
期
は
年
８
回
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
場
合
は
、
預
貯

金
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書
を
持
っ
て
指

定
の
金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　
　
　
　
　
　
　

納
付
で
き
ま
す

　

普
通
徴
収
の
納
付
書
は
、
金
融
機
関
、

市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
す
る
際
は
、
納
入
通
知
書
が
期
別
ご
と

に
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
期
別
を
間
違

え
な
い
よ
う
確
認
し
て
く
だ
さ
い（
納
付
で

き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、
納
入
通
知
書
の
裏
面

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ 

〜
65
歳
以
上
の
人
へ
〜

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
な
い
納
付
書

　

バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も
の
、
金

額
を
訂
正
し
た
も
の
、
再
発
行
納
付
書
や

督
促
状
に
よ
る
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

納
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
窓
口

（
本
庁
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ

ン
タ
ー
）ま
た
は
取
り
扱
い
可
能
な
金
融
機

関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

介護保険料の決まり方
　65歳以上の人の介護保険料は、本人の所得や同じ世帯の人の市町村民税課税状況などに応じて、金額
が決定します。

 平成24年度から平成26年度までの介護保険料

期別 納期限 期別 納期限

１期 　７月３１日 (木 ) ５期 １２月　１日 (月 )

２期 　９月　1日 ( 月 ) ６期 １２月２５日 (木 )

３期 　９月３０日 (火 ) ７期 　２月　２日 (月 )

４期 １０月３１日 (金 ) ８期 　３月　２日 (月 )

所得段階区分 対　象　者 保険料年額

第 1段階
①生活保護を受給している人
②世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人

29,400 円

第 2段階
世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の人

29,400 円

第 3段階 世帯全員が市町村民税非課税で、第 2段階以外の人 44,100 円

第 4段階
世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課
税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

51,200 円

第 5段階
世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非課
税で、第 4段階以外の人（基準額）

58,800 円

第 6段階
本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 125 万円
以下の人

65,900 円

第 7段階
本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 125 万円
を超え 190 万円未満の人

73,500 円

第 8段階
本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が 190 万円
以上の人

88,200 円

平成26年度普通徴収の納期限
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　環境省では、温室効果ガス削減のため、平成17年度から、冷房時の室温 28℃でも快適に過ごす
ことのできるライフスタイル「クールビズ（COOL BIZ）」を推進しています。
　服装や素材の工夫だけでなく、様々な工夫を楽しみながらクールビズを実践しましょう。

① 使用済みの油は、調理カス
をきれいに取り除き、冷ま
してから、ペットボトルな
どの中身が見える容器に入
れてください。（ビン・カン・
紙パックは不可）

② 容器のフタは、中身がこぼ
れないように、しっかりと
閉めてください。
　 容器には、油性ペンで油の
種類を書いてください。

③ 容器のまわりに付いた油をき
れいに拭き取り、そのまま回
収箱へ入れてください。

【回収場所】
　環境保全課
　朝夷行政センター
　各地域センター

　ごみの減量化・資源化および地球温暖化対策のため、使用済みの植物油（廃食用油）をリサイク
ルして、ごみ収集車の軽油代替燃料（バイオディーゼル燃料）として活用しています。
　平成２５年度に給食センターや保育所、ご家庭から回収した廃食用油は、７，８００リットルで
した。
　より良いバイオディーゼル燃料を製造するためには、皆さんのご協力が必要です。必ず下記のと
おりの作業を行ってから、回収箱へ入れてください。なお、回収は毎月行っています。

夏を涼しく過ごす工夫をしよう

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　優良賞
　　　　　　　　 千倉中学校１年　清水　あかり さんの作品
＜標語の趣旨＞ みんなで声をかけあって、自分たちのまちをきれいにしたい。

家庭で使った天ぷら油（植物油）を回収しています

◆廃食用油の出し方

S
ス ー パ ー

UPER C
ク ー ル ビ ズ

OOLBIZ ～５つの取組～

出典 ：  環境省「SUPER COOLBIZ」ホームページ
http://funtoshare.env.go.jp/oolbiz/about.html

① C
ク ー ル

OOL F
フ ァ ッ シ ョ ン

ASHION
夏を涼しく過ごすために軽装で
・ かりゆし、ポロシャツも活用し
た軽装の強化
・ うちわ、扇子や日傘でちょっと
した暑さをしのぐ

② C
ク ー ル

OOL W
ワ ー ク

ORK
効率的な働き方に見直そう
・勤務時間の朝方シフト
・残業はしない
・長期の夏休みをとる

④ C
ク ー ル

OOL I
ア イ デ ア

DEA
ちょっとしたアイデアで涼をとる
・朝や夕方の打ち水
・ 体内から冷やしてくれる食べ物
をとる
・ 冷却ジェルシートや氷のうなど
グッズを活用

⑤ C
ク ー ル

OOL S
シ ェ ア

HARE
みんなで涼しいところに集まろう
・家族でひとつの部屋に集まる
・自然が多い涼しいところで過ごす
・公共施設を活用する
・ カフェ・レストランなどを活用
する

③ C
ク ー ル

OOL H
ハ ウ ス

OUSE
設備や機器を利用して快適に
・窓のブラインドや遮熱シートの活用
・ グリーンカーテン、すだれやよ
しずの設置
・こまめな室温確認で熱中症予防も
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消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

し
た
。

・ 

レ
ジ
ャ
ー
用
の
折
り
た
た
み
椅
子
を
光

が
あ
た
る
環
境
下
で
長
期
間
保
存
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
座
面
の
生
地
の
強
度
が

低
下
し
た
た
め
、
使
用
中
に
生
地
が
切

れ
て
破
断
、
転
倒
し
て
、
重
傷
を
負
っ

た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
製
品
事
故
は
、
製
品

の
保
管
時
や
使
用
の
際
の
注
意
に
よ
っ
て

未
然
に
防
げ
る
事
故
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
使
用
方
法
の
確
認
と
使
用
前
の

安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

夏
に
な
る
と
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
を

行
う
機
会
が
増
加
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
用
製
品
に
関
す
る
事
故
の
原

因
調
査
や
安
全
テ
ス
ト
を
行
い
、
事
故
原

因
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
事
故
の
防
止
を

図
る
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ（
ナ
イ
ト
）に
は
ア
ウ
ト
ド

ア
に
お
け
る
製
品
事
故
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

被
害
状
況
別
に
み
る
と
、
特
に
こ
ん
ろ

類
な
ど
の
加
熱
機
器
に
お
い
て
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
や
や
け
ど
な
ど
、
重

じ
ゅ
う
と
く篤
な
人
的

被
害
発
生
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

 

ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
製
品
事
故
は
、
製
品
に

起
因
し
て
起
き
る
事
故
の
ほ
か
に
誤
使
用
、

不
注
意
な
ど
の
使
い
方
に
か
か
わ
る
事
故

も
多
く
、
次
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

・ 

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
２
台
並
べ
、
そ
の

上
に
鉄
板
を
置
い
た
状
態
で
使
用
し
て

い
た
た
め
、
加
熱
さ
れ
た
鉄
板
か
ら
の

放
射
熱
に
よ
っ
て
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が

過
熱
さ
れ
、
爆
発
し
て
や
け
ど
を
負
っ

た
。 

・ 

バ
ン
ガ
ロ
ー
内
で
、
換
気
を
十
分
に
行

わ
な
い
ま
ま
七
輪
を
使
用
し
た
た
め
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
が
発
生
し
て
、
死
亡

製
品
安
全
チ
ェ
ッ
ク
で
楽
し
い
夏
休
み

消
費
相
談
窓
口
か
ら

なんでもアリサ！⑩
日本で過ごす夏休み Spending summer vacation in Japan

　アメリカの夏休みは６月の初頭から２か月半もある
上、子どもは中学生になるまで単独行動があまり認
められていないので、夏は親にとって大変な時期だ
と思います。そのためか、私は小
学生の頃よく夏休みを福岡にある
母の実家で過ごし、近くの学校
で体験入学をしていました。
　
　いつもアメリカでは親に車で送
り迎えして貰っていた私は、友だ
ちと一緒に歩いて登下校する自
由さが大好きでした。水泳の時間
や家庭科の時間もアメリカの学校
にはなかったので、いつも楽しみ
でした。また、おそらく普通の日
本の子どもなら苦手な掃除の時間
も、アメリカでは全く経験してい
なかった私は雑巾がけでさえ楽し
く感じました。
　
　ただ、アメリカと違って、日本では夏休みの宿題が
出るというところが唯一嫌いだった覚えがあります。

　In America, summer vacation starts in June and lasts for two 
and a half months, and children must usually be under adult 
supervision until they are in middle school. This likely means 

summers are a hard time for many parents. 
Perhaps that was the case for my parents 
too, because while in elementary school, I 
spent many summers at my grandparent’
s house in Fukuoka and went to the school 
near by to try it out.
 
　In America, I was always driven to and 
from school by my parents, so I loved 
the freedom of getting to walk outside 
with just my friends. I also didn’t have 
swimming or home economics classes 
in America, so I always looked forward 
to them. I even enjoyed wiping down the 
floors during cleaning time, which most 
children in Japan probably don’t like, just 

because I had never experienced it.

　However, I do remember hating just one thing. Unlike America, 
in Japan we got homework over the summer.

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

夏休みに日本に行くのが楽しみでした 
 I looked forward to visiting 
Japan during the summer
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南房総市20142014

魅力いっぱいの夏
青い海や緑豊かな森。多くの自然に恵まれた南房総市内で

夏を楽しむさまざまな催しが行われます。
あなたも“南房総の夏”を感じに出かけませんか。

観光ホームページ：南房総いいとこどり　http://www.mboso-etoko.jp/

青い海が広がっています 観光プロモーション課　☎ ３３－１０９1

～自然の中で、南房総の風を感じよう～

海水浴場 開設期間 特　　　　　　　　徴 海の家 
（軒）

トイレ 
( か所 )

長さ 
( ｍ ) 無料駐車場

岩井海水浴場 7/20（日）
～8/19（火）

遠浅で静かな海水浴場です。臨海学校や合宿の場とし
て、多くの人が利用します。小さな子どもでも、安心
して水遊びができる海水浴場です。地引網や花火大会
など、多くのイベントが開催されます。

4 13 2,000 普通車
300台

豊岡海水浴場

7/19（土）
～8/17（日）

波の静かな入り江にある海水浴場です。子どもたちも
安心して遊べ、家族連れに適しています。砂浜と、岩
場での磯遊びの両方が楽しめます。 

2 3 300 普通車
50台

原岡海水浴場 「波が静か・遠浅・砂浜がきれい」と三拍子そろった
評判の海水浴場です。 1 3 650 普通車

100台 

多田良北浜海水浴場
大房岬の近くに位置しています。内房のため波が静か
な、白い砂浜の海水浴場です。家族連れに適していま
す。キャンプもできます。

1 3 500 普通車
100台

根本海水浴場

7/25（金)
～ 8/24（日）

伊豆七島を一望できる、スケールの大きな海水浴場で
す。フラワーライン沿いの海水浴場で、白砂が広がっ
ています。根本マリンキャンプ場が併設されており、
デイキャンプ、バーベキューも楽しめます。

0 2 600
大型 3台 
普通車
 200台
（有料）

名倉海水浴場 入江になっているため波が穏やかで、子どもたちも安
心して遊べる海水浴場です。 2 1 300

大型 2台 
普通車
 50台

塩浦海水浴場
入江になっているため波が穏やかで、子どもたちや家
族連れに適した海水浴場です。磯遊びもできます。周
辺では、サイクリングも楽しめます。

3 1 400
大型 2台 
普通車
 50台

南千倉海水浴場 適度な波のある海水浴場です。海水浴場区域外では、
サーフィンを楽しむ多くの若者が見られます。 3 2 400 普通車

 300台

瀬戸浜海水浴場 磯遊びのできる岩場があり、貝殻採取やカニ捕りなど
が家族で楽しめる海水浴場です。 2 1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200 普通車

 80台 

和田浦海水浴場 7/19（土）
～8/18（月）

「快水浴場百選」に認定された優良ビーチです。透明
度の高い水質で、貝殻混じりの白い砂浜と、青い松の
海岸線が美しい海水浴場です。

2 1 200 普通車
 50台
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新しい夏を見つけよう　 観光プロモーション課　☎ ３３－１０９１

開　催　日　時 行　事　名 料金 内　　　容 会　　　場 問い合わせ

6月20日（金）～8月31日（日）
※規定頭数を捕獲しだい終了 鯨の解体見学 無料 ツチ鯨の解体見学ができます。 和田漁港 農林水産課

☎ 33-1071

7月20日（日）・21日（月） 流しそうめん大会 300円
（めんつゆ１杯）

特製のそうめんつゆと薬味で
食べます。雨天中止。

道の駅「三芳村」
鄙（ひな）の里

道の駅「三芳
村」鄙の里
☎ 36-4116

7月19日（土）～21日（月）
第50回南房総白浜
海女まつり×東日本
大震災復興支援まる
グル’14

無料

今年は、東日本大震災復興支
援イベント　まるグルとコラ
ボレーション。
復興支援ブースとして、宮
城・岩手からの出店や、野島
埼灯台前広場にてスタミナフ
ェスタ、野島埼販売店加盟店
舗において海女カレーフェス
タを開催！
二日目は、伝統ある白浜海女
まつりを開催。毎年恒例の、
海女の大夜泳や竜神の舞も見
どころです。

野島埼灯台　
周辺公園広場

南房総市観光協会
☎ 28-5307

7月27日（日） 南房総富浦アジすくい
一般
500円
子ども
200円

波の静かな多田良北浜海岸で
行われます。砂浜の澪(みお)
を網で囲い、中にいるアジな
どをすくい取ります。

多田良北浜海岸

7月27日（日） 第４回
まほろば夢楽（むら）まつり 無料

ヨーヨーつり、人形劇やよさ
こいソーランおよび安房八幡
太鼓の演舞など

三芳分庁舎前
地域づくり協
議会「みよし」
☎ 36-1185

7月26日（土）・28日（月）・
30日（水）、8月1日、3日、
7日、9日、11日、13～15日、
17日

観光地引網 無料
岩井海岸で地引網を開催。子
ども優先。とれた魚は持ち帰
りができます。午前5時30
分から（荒天中止）

岩井海岸
南房総市観光協会
☎ 28-5307

8月3日（日） スイカ無料配布 無料 スイカの無料配布を行います。
午後1時から。

南千倉海水浴場
瀬戸浜海水浴場

8月5日（火） 岩井海岸花火大会 無料
スターマインなど、約3000
発の花火を海岸で間近で見
ることができます。午後7時
30分から（雨天順延）

岩井海岸 南房総市観光協会
☎ 28-5307

8月10日（日） びわゼリープレゼント
キャンペーン 無料

特産品のびわを使用したゼリー
をプレゼントします。200個限
定。午前11時から。

豊岡海水浴場 南房総市観光協会
☎ 28-5307

8月10日（日） ボディビルコンテスト 無料
ボディビルクラブ「サンプレイ」
のボディビルダーによる肉体美
の競演。午前10時から

豊岡海水浴場 南房総市観光協会
☎ 28-5307

8月10日（日） スイカ無料配布 無料 スイカの無料配布を行います。
午後1時30分から。 原岡海水浴場 南房総市観光協会

☎ 28-5307

8月13日（水）～15日（金） ちくらＢＯＮフェスタ 無料
千倉の海に約500発の花火
が打ち上がります。午後8時
から。

13・14日
千倉漁港広場
15日
瀬戸浜海岸

南房総市観光協会
☎ 28-5307

8月16日（土） 星空ナイトシアター 500円

夏の恒例イベント「星空ナイ
トシアター」を今年も実施し
ます。芝生の広場に大きなス
クリーンを設置し、1日限り
の野外シアターが登場。夏の
夜、輝く星空の下で、物語の
世界へ出かけましょう。
午後6時30分から。

大房岬少年自然の家 大房岬少年自然の家
☎ 33-4561

市外局番
（0470）
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　市民の皆さんが身近に文化芸術に親しむ機会とし
て「南房総人形劇フェスティバル」を開催します。
　開催期間は、８月３日から８月10日まで、とみう
ら元気倶楽部を会場に人形劇や文楽を上演します。
　無料巡回公演は、今年も市内４か所で開催します。
　多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

　　　　 　富浦エコミューゼ研究会
　　　　　　（道の駅とみうら枇杷倶楽部内）
　　　　　　☎３３―４６１１　

南房総人形劇フェスティバル南房総人形劇フェスティバル

平成２６年度南房総人形劇フェスティバル日程

（無料巡回公演）

月日 公演時間 公演会場 公演内容 出演団体 前売り料金 当日料金

８月　3日（日） 13:30 ～ 16:00

とみうら
元気倶楽部

（竜子姫まつり）
子供人形劇

アマチュア人形劇
紙芝居

富浦人形学校
アマチュア劇団
エコミューゼ研究会

600 円 800 円

８月　4日（月） 14:00 ～ 15:00 にんぎょひめ

劇団貝の火
８月　5日（火） 14:00 ～ 15:00 一寸法師

８月　6日（水） 14:00 ～ 15:00 さんびきの
こぶた

８月　7日（木） 14:00 ～ 15:00 まほうのランプ

８月10日（日）
14:00 ～ 16:00 ・団子売り

・ふれあい文楽教室
・「傾城阿波鳴門」
巡礼歌の段

文楽

桐竹勘十郎ほか 1,500 円 1,800 円
19:00 ～ 21:00

月日 公演時間 公演会場 公演内容 出演団体 料金

7 月 26 日（土）
10:00 ～ 11:00 千倉保健センター

こぶとりじいさん 劇団貝の火 無　料
13:30 ～ 14:30 和田コミュニティセンター

7月 27 日（日）
10:00 ～ 11:00 三芳農村改善センター

13:30 ～ 14:30 白浜公民館
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職
員
募
集
南
房
総
市
・
安
房
消
防

　

南
房
総
市
、
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
で
は
、
平
成
27
年
度
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

一
般
行
政
職（
初
級
）

採
用
予
定
人
数　

４
人

受
験
資
格　

昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
歴
を
問
わ
な
い
。

保
育
士
職

採
用
予
定
人
数　

１
人

受
験
資
格　

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園

教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
27

年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の

者
。

看
護
師
職

採
用
予
定
人
数　

１
人

受
験
資
格　

昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
者
。

① 

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
平

成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
者
。

②
夜
間
勤
務
に
対
応
可
能
な
者
。

学
芸
員
職

採
用
予
定
人
数　

１
人

受
験
資
格　

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
者
。

① 

博
物
館
法
に
定
め
る
学
芸
員
の
資
格
を

有
す
る
者
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
31
日

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者
。

② 

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
。）に
お
い
て
考
古
学
を
専
攻
し

卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

医
療
事
務
職

採
用
予
定
人
数　

１
人

受
験
資
格　

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
医
療
事
務
関
連
の
資
格

を
有
す
る
者
ま
た
は
医
療
事
務
経
験
者
。

　

総
務
課　

　
　

 

☎
33
―
１
０
２
５

消
防
職

採
用
予
定
人
数　

11
人

受
験
資
格　

昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
者
で
、
学
歴
を

問
わ
な
い
。

身
体
要
件

① 
視
力　

矯
正
視
力
を
含
み
、
両
眼
で
0.8

以
上

②
聴
力
・
言
語
お
よ
び
運
動
機
能

　

消
防
職
務
遂
行
上
支
障
の
な
い
こ
と
。

　

安
房
郡
市
消
防
本
部
総
務
課

　
　

 

☎
22
―
２
９
０
２

試
験
日　
１
次
試
験　

9
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

１
次
試
験（
医
療
事
務
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

２
次
試
験　

11
月
中
予
定

１
次
試
験
合
格
発
表　

10
月
27
日（
月
）

申
込
書
な
ど
の
請
求
先　

南
房
総
市
総
務

課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン

タ
ー
、
安
房
郡
市
消
防
本
部
総
務
課
で
配

布
し
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
7
月
29
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

8
月
15
日（
金
）ま
で

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
8
月
15
日（
金
）ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。
締
切
日
直
前
は
、
速
達
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
場
所　
南
房
総
市
総
務
課

※ 

消
防
職
は
、
安
房
郡
市
消
防
本
部
総
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

募
集
職
種

　

南
房
総
市
職
員

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
職
員

南
房
総
市
が
求
め
る
人
物
像
は

次
の
３
点
で
す

◇ 

市
民
の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も

に
考
え
行
動
す
る
職
員

◇ 

広
い
視
野
で
総
合
的
に
判
断
・
行
動

で
き
る
職
員

◇ 

社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

柔
軟
性
の
あ
る
職
員
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安
房
郡
市
消
防
本
部
で
は
、
平
成
25
年

８
月
に
京
都
府
福
知
山
市
で
発
生
し
た
花
火

大
会
火
災
を
踏
ま
え
、
同
じ
よ
う
な
事
故
を

防
止
す
る
た
め
に
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改

正
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
火
災
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
対
象
火
気
器
具
な
ど
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
規
定
整
備
、
屋
外
で
の
大
規
模
な
催
し
を

主
催
す
る
者
に
対
す
る
防
火
担
当
者
の
選

任
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
計
画
の
作

成
・
提
出
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容　

①　

消
火
器
の
準
備

　

対
象
火
気
器
具
な
ど
を
祭
礼
、
縁
日
、

花
火
大
会
、
展
示
会
そ
の
他
多
数
の
者
の
集

合
す
る
催
し
で
使
用
す
る
場
合
に「
消
火
器

の
準
備
」を
し
て
、
使
用
す
る
こ
と
。

②　

指
定
催
し
の
指
定（
大
規
模
）

　

祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
多
数
の
者
の
集

合
す
る
催
し
の
う
ち
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
、
人
命
ま
た
は
財
産
に
特
に
重
大
な
被

害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
を

「
指
定
催
し
」と
し
ま
す
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

８
月
１
日
か
ら
施
行

対象火気器具（例）

　

大
規
模
と
し
て
定
め
る
要
件
は
、
次
の

ア
、
イ
の
両
方
を
満
た
す
屋
外
催
し
で
す
。

ア 　

１
日
当
た
り
の
人
出
予
想
が
10
万
人
以

上
で
あ
る
も
の

イ 　

露
店
な
ど
が
１
０
０
店
以
上
出
店
す
る

催
し

③　

指
定
催
し
の
防
火
管
理

　

②
の「
指
定
催
し
」を
主
催
す
る
者
は
、
防

火
担
当
者
を
定
め
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業

務
計
画
を
作
成
し
、「
消
防
機
関
に
届
け
出
」

を
義
務
付
け
ま
す
。

　
「
指
定
催
し
」の
開
催
日
14
日
前
ま
で
に
当

該
計
画
を
消
防
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
も
義

務
付
け
ま
す
。

④
露
店
な
ど
の
開
設
届
出

　

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
、
対
象
火

気
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
露
店
な
ど
を
開
設

す
る
場
合
、「
消
防
機
関
に
届
出
」が
必
要
で

す
。

　

安
房
郡
市
消
防
本
部　

予
防
課

　
　

 

☎
22
―
２
２
３
５

　

電
話
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
三
芳
線
」、

「
丸
山
線
」は
、
同
地
域
を
運
行
す
る
廃
止

代
替
路
線「
平
群
線
」、「
丸
線
」の
再
編
を
目

的
と
し
て
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
実
証
運
行

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
利
用
増
加
を
図
る
た
め
、
当
日

予
約
時
間
の
延
長
や
路
線
の
延
伸
、
自
宅
近

く
ま
で
の
運
行
な
ど
運
行
の
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
実
態
把
握
の
た
め
利
用
登
録
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
運
行
委
託
事
業
者
と
の
調
整

会
議
を
実
施
し
、
意
見
を
反
映
し
た
実
証
運

行
の
検
証
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
路
線
を
継
続
し
て
維
持
す
る
だ

け
の
利
用
者
数
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
運
営
で
き
る
仕

組
み
で
は
な
い
と
判
断
し
、
実
証
運
行
を
平

成
26
年
７
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

実
証
運
行
中
に
登
録
や
利
用
な
ど
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

企
画
政
策
課　

　
　

 

☎
33
―
１
０
０
１

電
話
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証

運
行
を
終
了
し
ま
す（
三
芳
地
区
・

丸
山
地
区
）

コンロ グリドル ストーブ 発電機
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対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て

い
る
10
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

テ
ー
マ　

説
明
し
て
欲
し
い
テ
ー
マ
を
決

め
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

時
間
・
場
所　

２
時
間
程
度
と
し
、
会
場

は
申
込
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

開
催
希
望
日
の
２
週
間
以
上

前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し
て
か
ら
、
申
込

用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
秘
書
広
報
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

そ
の
他　

公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
な
風
俗

を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
講
座

を
開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

こ
の
講
座
は
、
苦
情
や
陳
情
を
受
け
る

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

秘
書
広
報
課　

　
　

 

☎
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―
１
０
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市
長
出
前
講
座

〜
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
、
市
長
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
〜

市
長
出
前
講
座

市
長
出
前
講
座

〜
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
、
市
長
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
〜

〜
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
、
市
長
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
〜

　

豊
か
な
経
験
と
知
識
を
持
っ
た
家
庭
児

童
相
談
員
が
、
子
ど
も
と
家
庭
の
悩
み
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
子
ど
も
教
育
課
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
来
所
で
も
電
話
で
も
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※ 

来
所
の
場
合
は
、
事
前
に
電
話
で
相
談

日
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

・ 

家
庭
内
に
い
ざ
こ
ざ
が
あ
り
、
子
ど
も

が
不
安
定

・ 

子
ど
も
の
性
格
や
生
活
習
慣
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る

・ 

子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
子
ど
も
の
気

持
ち
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

・ 

子
ど
も
が
学
校
生
活
や
集
団
生
活
に
な

じ
め
な
い

・ 「
自
分
の
し
つ
け
方
が
虐
待
に
な
る
の
で

は
」と
心
配
に
な
る

相
談
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）

相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

　

子
ど
も
教
育
課

　
　

 

☎
46
―
２
９
６
６

子
ど
も
と
家
庭
の
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す家庭児童相談員の大

おおこうち

河内端
みずこ

子さん（左）と・池
いけだ

田清
きよみ

美さん（右）

団体名 講座テーマ

観光協会岩井支部 観光産業の今後について

大貫青年会 安房郡市広域市町村圏事務組合ゴミ処理場について

丸山地区生涯学習推進員 数値に見る老齢化現象とこれからの南房総市について

北千倉区 市営住宅建設について

朝夷地区教育を語る会 南房総市の展望～これからの地域づくりについて～

朝夷商工会女性部 これからの南房総市のまちづくりについて

富浦地域づくり協議会「さざなみ」 協働のまちづくりの今後について

平成25年度　市長出前講座の開催状況
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統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
統
計
調
査
の
実
施
に
当

た
り
、
調
査
の
依
頼
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
検
査
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

統
計
調
査
の
円
滑
な
実
施
と
統
計
の
正
確

性
を
確
保
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

調
査
員
の
仕
事
の
流
れ

（
＊
調
査
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
。）

１　

統
計
調
査
員
の
従
事
依
頼

　
　
　
　
　
　

←

２　

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

　
　
　
　
　
　

←

３　

調
査
対
象
や
調
査
区
域
の
確
認

　
　
　
　
　
　

←

４ 　

調
査
対
象
へ
調
査
関
係
書
類
の
配
布
と

調
査
票
記
入
の
依
頼

　
　
　
　
　
　

←

５　

調
査
票
の
回
収

　
　
　
　
　
　

←

６　

調
査
票
の
点
検
、
確
認

　
　
　
　
　
　

←

７　

市
役
所
へ
調
査
関
係
書
類
を
提
出

調
査
員
の
要
件

・
20
歳
以
上
で
あ
る
人

・ 

心
身
が
健
康
で
あ
り
、
調
査
事
務
を
遂
行

で
き
る
人

・ 

調
査
上
知
り
得
た
事
項
を
ほ
か
に
漏
ら
さ

な
い
人

・ 
選
挙
関
係
者
、
警
察
・
税
務
事
務
に
直
接

関
係
の
な
い
人

調
査
員
の
身
分

・ 

調
査
期
間
は
非
常
勤
公
務
員
と
な
り
ま

す
。

※ 

調
査
活
動
中
に
、
交
通
事
故
な
ど
の
災
害

に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
公
務
災
害
補
償
法

の
適
用
を
受
け
ま
す
。

調
査
員
の
報
酬

・ 

調
査
活
動
の
対
価
と
し
て
、
国
の
算
定
基

準
に
よ
り
支
払
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他

・ 

調
査
員
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
と
統
計

調
査
の
実
施
時
に
ご
連
絡
を
い
た
し
ま

す
。

・ 

長
年
に
わ
た
る
調
査
活
動
な
ど
で
、
特
に

功
績
の
顕
著
な
統
計
調
査
員
に
対
し
て

は
、
国
や
県
な
ど
か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
消
費
実
態
調
査
が
９
月
１
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
９
月
か
ら
11
月
ま
で
一
定

の
方
法
で
選
定
さ
れ
た
世
帯
に
家
計
の
収
支

な
ど
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。

　

記
入
世
帯
の
選
定
を
す
る
の
に
先
が
け
、

７
月
中
旬
頃
か
ら
県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
調
査
員
証
を
携
行
し
て
調
査
区
域
を

巡
回
し
、
居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
世
帯
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
調

査
に
必
要
な
項
目
を
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
区
域
は
、
富
浦
地
区（
南
無
谷
）の
一

部
、
千
倉
地
区（
下
瀬
戸
・
椎
の
木
原
・
牧

田
）の
一
部
で
す
。

 

　

情
報
推
進
課　
　

　
　

☎
33
―
１
０
０
３

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

・ 

す
で
に
各
種
統
計
に
従
事
さ
れ
た
人
は
、

改
め
て
登
録
は
不
要
で
す
。

 

　

情
報
推
進
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
３

各種統計調査の予定
調　　査　　名 次回実施予定年 関係省庁 備　　考

工業統計調査 平成 26 年 経済産業省 毎　年
農林業センサス 平成 27 年 農林水産省 ５年毎

国勢調査 平成 27 年 総　務　省 ５年毎

経済センサス‐活動調査 平成 28 年 総　務　省 ５年毎

漁業センサス 平成 30 年 農林水産省 ５年毎

住宅・土地統計調査 平成 30 年 総　務　省 ５年毎
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県
民
の
日
関
連
事
業
で
、
６
月
10
日
、
県

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
チ
ー
バ
く

ん
が
富
浦
保
育
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
バ
く
ん
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
か
ら「
チ
ー
バ
く
ん
♪
」と
元
気
な
声

が
響
き
渡
り
、
チ
ー
バ
く
ん
と
体
操
を
し
た

り
、
握
手
を
し
た
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

チ
ー
バ
く
ん
か
ら
は
、
ぬ
り
絵
と
シ
ー
ル

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
大
喜
び
の
子
ど
も

た
ち
で
し
た
。

　

中
・
高
校
生
の
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
日
本

一
を
決
め
る
第
６
回
全
日
本
ユ
ー
ス
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
岩
井
海
岸
で
行

わ
れ
、
全
国
か
ら
19
チ
ー
ム
、
２
１
２
人
の

選
手
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
は
、
嶺
南
中
学
校
２
年
の
津
嶋

笑
満
花
さ
ん
が
出
場
し
、
個
人
で
出
場
し
た

サ
ー
フ
レ
ー
ス
競
技
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
戦
で
出
場
し
た
ビ
ー
チ

リ
レ
ー
な
ど
２
種
目
で
も
優
勝
す
る
な
ど
、

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
が
集
う
選
手
の
中
、

一
歩
も
引
け
を
取
ら
な
い
プ
レ
ー
で
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

全
種
目
を
通
じ
た
団
体
戦
総
合
表
彰
で

も
女
子
の
部
で
、
津
嶋
さ
ん
が
所
属
す
る
館

山
・
世
田
谷
チ
ー
ム
が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
く

な
ど
、
地
元
選
手
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

津
嶋
さ
ん
は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
現
在
全
日
本

ユ
ー
ス
強
化
選
手
に
も
選
ば
れ
、
日
本
代
表

と
し
て
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会

へ
の
出
場
を
目
指
し
、
日
々
苦
し
い
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
本
を
代
表
す
る
選
手
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と
は
・
・
・

　

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と
は
、
水
辺
の

事
故
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
活
動
で
あ
り
、
た

と
え
泳
げ
な
か
っ
た
り
身
体
的
に
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
ろ
う
と
も
社
会
奉

仕
と
博
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
人
命
救

助
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

（
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
提
供

資
料
よ
り
）

ま
ち
の
話
題　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

  

チ
ー
バ
く
ん
が
富
浦
保
育
所
へ

来
ま
し
た

  

全
日
本
ユ
ー
ス
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
選
手
権
大
会
で
津
嶋
さ
ん

（
嶺
南
中
２
年
）
大
活
躍

　

６
月
29
日
、
野
島
埼
灯
台
前
広
場
で

「
ま
る
ご
み
’14 

in
南
房
総
白
浜
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　

エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
、
ベ
イ
エ
フ
エ
ム
で

活
躍
し
て
い
る
DJ
コ
ウ
サ
ク
さ
ん
や
子
ど

も
た
ち
、
船
橋
市
な
ど
の
県
北
か
ら
来
て

く
れ
た
人
も
参
加
し
、
灯
台
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

  

ま
る
ご
み
’14 

in
南
房
総
白
浜

※ 

ま
る
ご
み
と
は
、
ま
る
ご
と
ゴ
ミ

拾
い
の
略
で
、
ご
み
拾
い
を
し
て

地
域
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
す
る

運
動
の
こ
と
で
す
。

サーフレース競技（個人戦）で準優勝に輝いた
津嶋笑満花さん（前列一番左）

まるごみ参加者のみなさん
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天
皇
陛
下
献
上
に

　
　
　
　

八
束
枇
杷
組
合「
瑞
穂
」

　

６
月
18
日
、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
で
第

１
０
０
回
献
上
枇
杷
選
果
式
が
行
わ
れ
、
皇

室
に
献
上
さ
れ
る
房
州
枇
杷
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

８
つ
の
枇
杷
組
合
か
ら「
大
房
」２
点
、「
瑞

穂
」６
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
果
実
の
形
状
や
揃
い
、
色
つ

や
、
障
害
な
ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

出
展
品
は
ど
れ
も
大
変
す
ば
ら
し
い
ビ
ワ
で

し
た
。

　

献
上
枇
杷
選
果
式
は
、
明
治
42
年
か
ら

続
く
伝
統
行
事
で
す
。

　

和
田
漁
港
で
、
ツ
チ
鯨
漁
が
始
ま
り
ま

し
た
。
漁
期
は
、
６
月
20
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
で
、
捕
獲
頭
数
は
、
今
年
は
30
頭

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

捕
鯨
基
地
は
、
全
国
で
４
か
所
し
か
な

く
、
和
田
漁
港
は
、
関
東
で
は
、
唯
一
の

捕
鯨
基
地
で
す
。

　

和
田
漁
港
で
は
、
ツ
チ
鯨
の
解
体
を
見

学
で
き
ま
す
。

　

解
体
が
始
ま
る
と
、
慣
れ
た
手
さ
ば
き

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
解
体
が
終
わ
り

ま
す
。

　

見
学
に
来
て
い
た
お
客
さ
ん
も
、
滅
多

に
見
ら
れ
な
い
鯨
の
解
体
を
レ
ン
ズ
に
収

め
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
、
鋸
南
町
立
旧
保
田
小
学
校

で
、
第
33
回
安
房
支
部
消
防
操
法
大
会
が

行
わ
れ
、
南
房
総
市
代
表
の
第
６
支
団
第

２
分
団
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

第
６
支
団
第
２
分
団
は
、
７
月
26
日
に

千
葉
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
、
第
50
回

千
葉
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
個
人
優
秀
賞

指
揮
者　

平
井
良
治（
南
房
総
市
消
防
団
）

１
番
員　

加
藤
大
輔（
南
房
総
市
消
防
団
）

２
番
員　

小
柴
悠
奨（
南
房
総
市
消
防
団
）

３
番
員　

石
井
健
二（
南
房
総
市
消
防
団
）

４
番
員　

矢
部
一
幸（
南
房
総
市
消
防
団
）

　

６
月
９
日
お
よ
び
21
日
に
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
大
房
岬

自
然
公
園
で
体
験
会
を
実
施
し
、
48
人
が

参
加
し
ま
し
た
。　

　

森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
案
内
で
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
、
途
中
寝

転
が
り
15
分
程
度
過
ご
す
森
林
安
息
な
ど

を
行
い
、
自
然
の
な
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
森

林
セ
ラ
ピ
ー
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
の
養
成

講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課　
　

　
　

☎
33
―
１
０
９
１

  
第
１
０
０
回
献
上
枇
杷
選
果
式

  

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
会

  

ツ
チ
鯨
漁
が
始
ま
り
ま
し
た

  

第
33
回
安
房
支
部
消
防
操
法
大
会

　
　
第
６
支
団
第
２
分
団（
丸
山
地

区
）が
最
優
秀
賞

八束枇杷組合の「瑞穂」

芝生に寝転ぶ森林セラピー

ツチ鯨の解体のようす
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子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
。
昨
年
度
は
、

２
７
１
３
通
も
の
応
募
が
あ
り
、
市
外
の

人
や
幼
稚
園
児
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
族
の
大
切
さ
を
表
現
し
た
も
の
や
、

ふ
だ
ん
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
身
近
な

人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
も
の

な
ど
、
心
温
ま
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
も「
あ
り
が
と
う
」を
テ
ー
マ
に

第
四
回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」の
想
い

が
込
め
ら
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
あ
り
が
と
う
」

応
募
期
限　

９
月
12
日（
金
）

応
募
作
品　

百
字
以
内
の
文
章
。

　

句
読
点
も
文
字
数
に
含
め
ま
す
。

　

表
現
方
法
自
由
。
未
発
表
・
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

　

便
せ
ん
サ
イ
ズ
の
用
紙（
Ａ
４
程
度
）で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
用
紙
内
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
封
書

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
注
意
事
項

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

厳
密
に
管
理
し
、
当
コ
ン
ク
ー
ル
以
外
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
入
賞
し
た
場

合
の
著
作
権
は
教
育
委
員
会
に
帰
属
し
ま

す
。

入
賞
者
発
表　

11
月
中
旬

　

広
報
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
入
賞

者
を
発
表
し
ま
す
。

　

子
ど
も
教
育
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
６

　

南
房
総
市
の
特
定
健
康
診
査
は
、
約
４

割
の
人
し
か
利
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。　

　

今
ま
で
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
で
、
き

ち
ん
と
医
療
機
関
を
受
診
し
て
治
療
し
て

い
る
人
も
、
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
未

受
診
者
と
い
う
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
連
絡
票
を
提
出
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
未
受
診
者
で
は
な
く
な
り
、

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者
の
疾
病
統
計
と

し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

報
告
し
て
も
ら
っ
た
デ
ー
タ
は
、
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
た
こ
と
と
同
様
に
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
増
進
施
策
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合
検
診
の
案
内

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
に
、
総
合
検
診
の
個
人
票

を
返
却
し
た
１
３
５
２
人
の
未
受
診
理
由

を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　

保
険
年
金
課

　
　

☎
33
―
１
０
６
０

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
県
民
手

帳
が
今
年
も
発
売
さ
れ
ま
す
。

価
格　

１
冊
５
０
０
円

大
き
さ　

縦
１
４
５
㎜
×
横
85
㎜

色　

紺
ま
た
は
黄
色
の
２
色

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
で
の
申

し
込
み
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話

番
号
・
希
望
の
色
と
数
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
25
日（
月
）

引
渡
予
定　

10
月
上
旬
以
降
、
代
金
引
き

換
え
で
、
情
報
推
進
課
ま
た
は
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
お
渡
し

し
ま
す
。

　

県
の
統
計
資

料
や
、
公
共
機

関
な
ど
の
情
報

も
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　 

　

情
報
推
進
課

　
　

 　

☎
33
―
１
０
０
３

　
　

 　

FAX　
20
―
４
５
９
６

 
第
四
回

　

  「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」

  

２
０
１
５
年
版
県
民
手
帳
予
約

受
付
を
始
め
ま
す

生
活
習
慣
病
な
ど
で

　
　
　
　
　

受
診
中
の
人
へ

　
検
査
結
果
連
絡
票
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

勤務先で受ける
6％

病院で受ける
40％

生活習慣病にて
治療中
31％

その他治療中
10％

受けたくない
5％

その他
8％

未受診者理由（報告のあった1352人中）

2014年版の県民手帳



212014年 7月号　

　

南
房
総
市
・
館
山
市
・
鴨
川
市
・
鋸
南

町
と
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
が
連
携
し
、「
面

接
セ
ミ
ナ
ー
in
館
山
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
面
接
と
は
何
か
」を
再
認
識
し
て
、
実

際
の
面
接
に
お
け
る
立
ち
居
振
る
舞
い
を

実
戦
練
習
し
ま
す
。「
面
接
の
経
験
が
な
い
」

「
面
接
時
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
自
信
が

な
い
」「
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
た
い
」と

い
う
人
に
お
勧
め
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職

活
動
実
績
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

と
き　

７
月
31
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
）

対
象
者　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
15
歳
〜

39
歳
ま
で
の
人（
高
校
生
含
む
）

募
集
人
数　

20
人
程
度（
予
約
制
・
先
着
順
）

募
集
期
間　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
は
、

①
氏
名
、
②
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
既
会
員
か
ど

う
か
、
③
一
般
・
学
生
の
ど
ち
ら
か
、
④
年

齢
、
⑤
連
絡
先（
携
帯
電
話
番
号
な
ど
）、
⑥

認
知
媒
体（
例
：
市
広
報
）、
⑦
セ
ミ
ナ
ー
後

に
実
施
す
る「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談（
10
分
程

度
）」を
希
望
す
る
か
ど
う
か
を
聞
き
ま
す
。

参
加
費　

無
料

　 

　

商
工
課

　
　
　

  

☎
33
―
１
０
９
２

　
　
　

  

FAX　
20
―
４
２
３
０

　

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、
県
、
経
済
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
融
資
や
助
成
制
度
な
ど
の
国
レ

ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
の
各
種
支
援
情
報
、

公
募
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
に
役
に
立
つ
情
報
を
毎
週

木
曜
日
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
て

い
ま
す
。（
登
録
無
料
）

　

登
録
は
千
葉
県
産
業
情
報
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ン「
登
録
フ
ォ
ー
ム
」（https://www.ccjc-

net.or.jp/headline/

）か
ら
簡
単
に
行
え
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
千
葉
県
産
業
情
報
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
次
の
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
情
報　

中
小
企
業
向
け
に
、
研
究
開

発
の
参
加
企
業
募
集
や
補
助
金
申
請
受
付

な
ど
の
募
集
条
項
な
ど

お
知
ら
せ　

制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
や
、

相
談
窓
口
の
案
内
な
ど
広
く
中
小
企
業
者

へ
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報

講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会　

で
き
る

限
り
募
集
開
始
に
あ
わ
せ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
現
在
募
集
中
で
、
ま
だ
定
員
に
余

裕
の
あ
る
も
の
も
掲
載
可
能
で
す
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
情
報　

各
地
域
で
実
施
さ

れ
る
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
情
報
な
ど

　

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

☎
０
４
３
―
２
９
９
―
１
０
７
８

FAX 

０
４
３
―
２
９
９
―
３
４
１
１

Ｅ
メ
ー
ル

headline@
ccjc-net.or.jp

　

施
設
園
芸
の
暖
房
用
に
、
薪
な
ど
を
使

用
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
を
導
入

し
、
市
内
の
森
林
資
源
の
有
効
利
用
と
化

石
燃
料
使
用
の
削
減
に
取
り
組
む
施
設
園

芸
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
市
内
で
施

設
園
芸
を
行
う
者

補
助
金
額

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
１
基
導
入
に

つ
き
20
万
円
以
内（
補
助
率
２
分
の
１
以

内
）

 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

　
　 「
面
接
セ
ミ
ナ
ー
in
館
山
」
を
開

催
し
ま
す
！

 

施
設
園
芸
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖

房
機
の
導
入
費
を
助
成
し
ま
す
！

 

千
葉
県
産
業
情
報
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ン
〜
中
小
企
業
に
役
立
つ
ホ
ッ

ト
な
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
〜
を
配

信
し
て
い
ま
す

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機
本
体
、
煙
突
・

保
温
カ
ー
テ
ン
お
よ
び
循
環
扇
な
ど
の
購

入
費
、
設
置
工
事
費

補
助
対
象
基
数（
年
度
内
）

一
人
の
申
請
者
に
つ
き
、
２
基
ま
で

申
請
期
限　

９
月
30
日（
火
）

※ 

本
補
助
金
は
、
補
助
対
象
と
な
る
暖
房

機
を
導
入
す
る
施
設
の
現
地
調
査
を
行

い
、
暖
房
機
の
導
入
適
正
を
審
査
後
、

市
の
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
補
助
金
の
交
付
対
象
者
を

決
定
し
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　 

　

地
域
資
源
再
生
課

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
７
３ 
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千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
千
葉
県
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、「
明
る
い
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」と「
明
る
い
選
挙
啓
発
標

語
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

テ
ー
マ　

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
も
の

応
募
資
格　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

一
般（
一
般
は
、
１
人
１
作
品
）

応
募
規
定

①
描
画
材
料
は
自
由
で
す
。

② 

大
き
さ
は
、
画
用
紙
の
四
ツ
切
、
八
ツ
切
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
た
サ
イ
ズ
と
し
ま

す
。

③ 

作
品
の
裏
面
右
下
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

テ
ー
マ　

き
れ
い
な
選
挙
を
推
進
す
る
も

の
、
棄
権
防
止
の
呼
び
か
け
を
表
す
も
の

応
募
資
格　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

一
般（
１
人
２
作
品
ま
で
）

応
募
規
定

① 

適
当
な
大
き
さ
の
短
冊
に
、
20
字
以
内
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い（
１
枚
に
つ
き
１
作

品
）。

② 

作
品
の
左
横
に
、
児
童
・
生
徒
は
市
町
村

名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）

を
、
一
般
は
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵

送
ま
た
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限　

９
月
12
日（
金
）

発
表　

入
賞
は
、
11
月
か
ら
12
月
頃
に
通

知
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

〒
２
９
９
―
２
４
９
２

　
　

南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

　
　

南
房
総
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

☎
33
―
１
１
３
１

　

お
も
し
ろ
い
材
料
を
使
い
、
楽
し
め
る
工

夫
が
い
っ
ぱ
い
の
ア
ー
ト
教
室
。
み
ん
な
で

ア
ー
ト
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

・
キ
ッ
ズ
親
子
ク
ラ
ス

「
海
の
ガ
ラ
ス
絵
」

　

海
の
中
の
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
透
明
素
材

に
描
く
楽
し
さ
、
美
し
さ
を
味
わ
い
ま
す
！

と
き　

①
8
月
4
日（
月
）

　
　
　

②
8
月
5
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
15
分
ま
で

定
員　

各
回
、
園
児
と
保
護
者
10
組　

費
用　

５
０
０
円（
材
料
費
）　

　
　・

小
学
生
ク
ラ
ス

「
で
こ
ぼ
こ
ゴ
ー
ヤ
」

　

石
膏
を
使
っ
て
ゴ
ー
ヤ
の
で
こ
ぼ
こ
感
を

出
す
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

と
き　

①
8
月
4
日（
月
）

　
　
　

②
8
月
5
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

定
員　

各
回
12
人

費
用　

５
０
０
円（
材
料
費
）

と
こ
ろ　

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

7
月
30
日（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　 

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
オ
レ
ン
ジ
」（
担
当
）柴
田

　
　
　

 

☎
28
―
４
２
８
８

電
子
メ
ー
ル

orange-m
inam

ibousou@
w
onder.ocn.

ne.jp

　

南
房
総
市
保
健
推
進
員
協
議
会
で
は
、

小
学
生
親
子
を
対
象
に
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
料
理
づ
く
り
を
通
し
て
、
親
子
で
食

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

８
月
６
日（
水
）

　
　
　

 

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

午
後
１
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

調
理
室

対
象
者　

小
学
生
親
子（
祖
父
母
可
）

定
員　

30
人

内
容　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　

 

ご
ろ
ご
ろ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
と
チ
ー
ズ

の
焼
き
ま
ん　

ほ
か

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用

具
・
上
履
き（
小
学
生
の
み
）

費
用　

無
料

申
込
期
限　

７
月
28
日（
月
）

　 

　

健
康
支
援
課　

　
　
　

 

☎
36
―
１
１
５
２

  
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
作
品

  「
サ
マ
ー
ア
ー
ト
教
室
」

　

 
キ
ッ
ズ
親
子
＆
小
学
生　

募
集

 

小
学
生
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

昨年のキッズ親子クラスの作品



232014年 7月号　

入
札
確
定　

８
月
27
日
午
後
５
時

　

行
革
財
政
課

　
　

☎
33
―
１
０
２
２

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

６
０
０
０
万
」も
同
時
発
売
さ
れ

ま
す
。

賞　

金

・ 

１
等
、
前
後
賞
合
わ
せ
て
６
億
円

・ 「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０
０
０

      

万
」は
、
１
等
６
０
０
０
万
円
が

    

90
本
。

　

 （
発
売
総
額
２
７
０
億
円
、
９

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

発
売
期
間

　

７
月
25
日（
金
）ま
で

発
売
単
価

　

１
枚
３
０
０
円

抽
選
日

　

８
月
５
日（
火
）

　

み
ず
ほ
銀
行
宝
く
じ
部
照
会

セ
ン
タ
ー

☎
０
３
―
３
５
３
５
―
９
０
３
３

　

不
要
に
な
っ
た
公
用
車
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上（
ヤ
フ
オ
ク
！
）で

売
却
し
ま
す
。

出
品
物
件（
自
動
車
）

　

消
防
ポ
ン
プ
車
・
消
防
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
・
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ

バ
ン
・
ス
ズ
キ
ワ
ゴ
ン
Ｒ

入
札
参
加
申
込

申
込
期
間　

７
月
16
日（
水
）午
後

１
時
か
ら
８
月
４
日（
月
）午
後
２

時
ま
で

仮
申
込
み　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
ヤ
フ
オ
ク
！
内
に
希
望
す
る
物

件
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

の
画
面
か
ら
参
加
者
情
報
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

本
申
込
み　

必
要
書
類
を
行
革
財

政
課
へ
提
出
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
入
札
保
証
金
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

入
札　

入
札
参
加
資
格
者
は
、
ヤ

フ
オ
ク
！
の
シ
ス
テ
ム
上
で
入
札

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間　

８
月
18
日（
月
）午
後

１
時
か
ら
８
月
25
日（
月
）午
後
１

時
ま
で

　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
、
大
型
店

舗
な
ど
で
貯
水
槽
水
道
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、
受
水
槽
以
降
の
設

備
・
水
質
の
管
理
は
建
物
の
所
有

者
ま
た
は
管
理
者
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥
を

超
え
る
簡
易
専
用
水
道
は
、
水
道

法
に
よ
り
１
年
以
内
ご
と
の
清
掃

と
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥

以
下
の
小
規
模
貯
水
槽
水
道
は
、

水
道
法
の
規
制
を
受
け
ま
せ
ん

が
、
十
分
な
衛
生
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

水
槽
の
清
掃　

１
年
以
内
で
定
期

的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

施
設
の
点
検　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ

た
の
施
錠
、
亀
裂
の
有
無
、
防
虫

網
の
設
置
な
ど
の
点
検
を
定
期
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

水
質
の
チ
ェ
ッ
ク　

水
の
色
や

味
、
臭
い
な
ど
に
注
意
し
て
、
異

常
が
あ
れ
ば
水
質
検
査
を
し
ま

し
ょ
う
。

定
期
検
査　

管
理
状
況
に
つ
い

て
、
１
年
に
１
回
定
期
的
に
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

貯
水
槽
水
道
と
は

　

南
房
総
市
水
道
局
や
三
芳
水
道

企
業
団
な
ど
の
水
道
事
業
者
か
ら

供
給
さ
れ
た
水
を
い
っ
た
ん
受
水

槽
に
た
め
、
利
用
者
に
飲
み
水
と

し
て
供
給
す
る
施
設
で
す
。

※ 

飲
み
水
に
使
用
し
な
い
工
業
用

水
や
消
防
用
水
、
地
下
水（
井

戸
水
）を
く
み
上
げ
て
受
水
槽

に
貯
め
て
い
る
場
合
は
、
貯
水

槽
水
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

富
浦
・
三
芳
地
区

　
　

三
芳
水
道
企
業
団
業
務
係　

　
　

☎
22
―
３
７
８
２

　
　

 

富
山
・
白
浜
・
千
倉
・

　
　

丸
山
・
和
田
地
区

　
　

南
房
総
市
水
道
局

　
　

☎
44
―
４
６
１
１

 

貯
水
槽
水
道
の
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

用
車
を
売
却
し
ま
す

7月の7月の

 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

  （
２
０
１
４
年
市
町
村
振

興
宝
く
じ
）

お
し
ら
せ
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お
し
ら
せ

7月の7月の

有料広告有料広告

　

千
葉
県
警
で
は
、
平
成
26
年
度

第
２
回
採
用
予
定
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

試
験
日　

　

１
次
試
験　

９
月
21
日（
日
）

　

２
次
試
験　

 

10
月
中
旬
か
ら
下
旬

　

最
終
合
格
発
表　

12
月
中
旬

採
用
予
定
者
数　

　

警
察
官
Ａ（
大
卒
）

　
　
　
　
　

男
性　

50
人
程
度

　

警
察
官
Ａ（
大
卒
）

　
　
　
　
　

女
性　

10
人
程
度

　

警
察
官
Ｂ（
高
卒
）

　
　
　
　
　

男
性　

85
人
程
度

　

警
察
官
Ｂ（
高
卒
）

　
　
　
　
　

女
性　

20
人
程
度

受
験
年
齢　

 

・   警
察
官
Ａ　

昭
和
56
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

 

・ 

警
察
官
Ｂ　

昭
和
59
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

募
集
期
間　

８
月
15
日（
金
）ま
で

　

館
山
警
察
署　

警
務
課

　
　

☎
23
―
０
１
１
０

　

市
長
の
資
産
報
告
書
、
所
得
報

告
書
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
南

房
総
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
」に
基
づ
き
公
開
す
る

も
の
で
す
。

閲
覧
方
法

　

閲
覧
請
求
書
用
紙
が
秘
書
広
報

課
に
あ
り
ま
す
。
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

閲
覧
場
所

市
役
所
本
館
１
階　

秘
書
広
報
課

閲
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
平
日
の
み
）

　

秘
書
広
報
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
２

「
お
互
い
に　

も
て
た
ら
い
い
ね

　

思
い
や
り
」　

　

７
月
20
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

は
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
で

す
。

　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
中

は
、
解
放
感
か
ら
起
こ
る
事
故

や
、
暑
さ
で
注
意
が
散
漫
と
な
る

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
ル
ー

ル
の
順
守
と
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、

交
通
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

　

消
防
防
災
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
２

 

市
長
の
資
産
を
公
開
し

て
い
ま
す

 

夏
の
交
通
安
全
運
動

　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン

 

平
成
26
年
度
第
２
回

千
葉
県
警
察
官
募
集

ぼ
し
ゅ
う

6月6日（金）に実施されました
● 平成26年南房総市議会第2回定例会を招集

　6月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック
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千
葉
財
務
事
務
所
で
は
、
無
料

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
迷
わ
ず
相

談
く
だ
さ
い
。

・ 
投
資
勧
誘
相
談（
未
公
開
株
、

社
債
、
フ
ァ
ン
ド
）、
ヤ
ミ
金

融
相
談（
高
金
利
貸
付
、
悪
質

取
立
て
）

　

☎
０
４
３
―
２
５
１
―
７
２
１
４

・ 

多
重
債
務
相
談（
借
金
の
返
済
）

　

☎
０
４
３
―
２
５
１
―
７
２
１
４

　

千
葉
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
０
４
３
―
２
５
１
―
７
２
１
４

　

南
房
総
マ
リ
ン
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル（
地
域
密
着
の
吹
奏
楽

団
）に
よ
る
演
奏
で
す
。

　

曲
目
は
、
笑
点
の
テ
ー
マ
・
ま

た
逢
う
日
ま
で
・
ロ
ン
ド
ン
デ

リ
ー
の
歌
・
ふ
る
さ
と
な
ど
で
す
。

　

平
群
に
吉よ

し
い井

と
い
わ
れ
る
集
落
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
大
昔
か
ら「
吉
井
の
大
井
戸
」と
呼
ば
れ
る
安
房
有
数
の
井

戸
が
あ
り
、
地
元
の
人
び
と
は
、
そ
の
井
戸
の
こ
と
を
、「
富と

み
さ
ん山

頂
上

の
南
の
峰
に
あ
る
仁
王
様（
今
は
合
戸
の
福
満
寺
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
）

の
涙
が
地
下
水
と
な
っ
て
湧
き
出
す
井
戸
だ
」と
言
い
伝
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
仁
王
様
の
涙
が
地
下
水
に
な
る
の
か
理
由
は
不
明
で
す

が
、
不
思
議
な
の
は
、
ど
ん
な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
湧
き
水
が
涸か

れ
な
い
こ
と
で
す
。

　

昭
和
の
時
代
に
入
り
ま
す
と
、
井
戸
の
周
囲
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

枠
で
囲
い
、
井
戸
水
を
水
田
の
灌か

ん
が
い漑

や
牛
乳
の
冷
却
に
利
用
し
ま
し

た
が
、
昔
は
米
や
麦
を
つ
く
水
車
に
も
利
用
し
た
の
で
す
。

　

な
お
、
吉
井
と
い
う
地
名
で
す
が
、
文
字
ど
お
り
こ
の
地
域
に
恵

み
を
与
え
て
い
る
、
よ
い
井
戸

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
を
大
切

に
思
っ
て
い
た
遠
い
先
祖
の
人

び
と
が
、
土
地
柄
を
見
て
命
名

し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
吉
井
の
す
ぐ
傍

か
た
わ
らに

は
、
井い

の野
と
い
う
集
落
が
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
水
に
ゆ
か
り

の
あ
る
地
名
で
す
。

第 99話
生稲謹爾

「吉井の
大井戸」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

 

財
務
省
関
東
財
務
局
千
葉

事
務
所
の
相
談
窓
口

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
　

び
わ
茶
房
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

７
月
23
日（
水
）

　

午
後
２
時
か
ら

　

午
後
３
時
半
ま
で

と
こ
ろ　

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

参
加
費　

無
料

 　

 

富
浦
地
域
づ
く
り
協
議
会

「
さ
ざ
な
み
」事
務
局（
元

気
倶
楽
部
内
）

　
　

☎
33
―
３
４
１
２

と
き　

８
月
17
日（
日
）

開
演　

午
後
１
時
30
分
、
午
後

５
時
30
分（
２
回
公
演
）

　

開
場
は
、
開
演
の
30
分
前

と
こ
ろ　

鴨
川
市
市
民
会
館

内　

容　

東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
と
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル〝
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
「
夢

よ　

い
つ
ま
で
も
」を
披
露
し

ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

 　

ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
＆
フ

ル
ー
ル  

代
表　

長
谷
川
千
穂

　

☎
０
４
―
７
０
９
４
―
０
５
７
４

 

15
周
年
公
演　

オ
リ
ジ

ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ
＆
フ
ル
ー
ル

総人口（－62）
41,295人
男（－26）
19,783人
女（－36）
21,512人
世帯数（－2）
17,336世帯

出生 25人

死亡 48人

転入 53人

転出 92人

人口の動き
（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

（平成26年7月1日現在）

そ
う
だ
ん

イ
ベ
ン
ト
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私
た
ち
、
南
房
総
市
白
浜
町
民
体
育
祭
実
行
委
員
会

は
平
成
23
年
に『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
も
う
一
度
白
浜

体
育
祭
』を
合
言
葉
に
、
最
初
は
７
人
の
仲
間
か
ら
知
人

へ
の
電
話
や
口
コ
ミ
で
１
３
０
人
も
の
協
力
者
を
得
て

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

町
民
体
育
祭
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

白
浜
町
の
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
体
育
祭
は
、

町
村
合
併
や
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
に
よ
っ
て
平
成
19

年
を
最
後
に
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
す
べ
て
の
事
務
を
町
に
頼
っ
て

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
大
会
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、

会
議
、
準
備
・
片
付
け
、
選
手
集
め
な
ど
す
べ
て
実
行

委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

選
手
集
め
は
、
大
会
顧
問
に
な
っ
て
い
る
各
区
長
か

ら
指
名
さ
れ
た
地
区
委
員
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
こ
も
人
手
不
足
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
復
活
さ
せ
た
体
育
祭
で
す
。
今
後
も
継
続

す
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
！

　

今
年
は
10
月
12
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　

白
浜
町
民
体
育
祭
実
行
委
員
会

　
　

 （
地
域
づ
く
り
協
議
会
き
ら
り
内
）

　
　

 

事
務
局　

片
桐
・
平
野

　
　

 

☎
38
―
３
４
６
３

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
７
月
号

平
成
26
年
７
月
10
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
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民
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る
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ー
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。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
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を
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、
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報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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  http://civil.m
boso-etoko.jp/
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